
九
州
地
方
城
方
言
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
語
嚢

S
a
n
t
a
M
a
r
i
a
の
受
容
史
に
つ
い
て
の
地
理
言
語
学
的
研
究

【
一
は
　
じ
　
め
　
に
】

I
.
本
稿
の
日
的
と
方
法

本
稿
は
・
九
州
地
方
域
方
言
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
和
紀
S
a
n
t
a
M
a
r
i
a
(
聖

母
マ
リ
ア
)
　
の
受
容
史
の
考
察
を
目
的
と
す
る
。
九
州
地
方
全
域
三
〇
〇
地
点

(
注
二
)

に
お
い
て
方
言
実
地
調
査
を
行
い
'
得
ら
れ
た
資
料
か
ら
方
言
事
象
分
布
地
図

を
措
き
、
方
言
事
象
の
分
布
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
事
象
の
受
容
史

を
考
察
す
る
。

二
'
先
行
研
究
と
本
稿
と
の
関
係

日
本
に
お
け
る
言
語
地
図
の
解
釈
研
究
で
は
'
主
に
基
礎
語
や
日
常
生
活
語

が
考
察
の
対
象
に
さ
れ
て
き
て
お
り
　
(
国
立
国
語
研
究
所
(
一
九
六
六
-
一
九

七
四
、
1
九
八
九
-
二
〇
〇
六
)
'
柴
田
(
l
九
六
九
、
1
九
八
八
I
 
l
九
九
五
)
'

藤
原
二
九
七
六
)
な
ど
)
'
本
稿
が
取
り
扱
う
よ
う
な
項
目
は
対
象
に
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
'
本
稿
で
考
察
を
行
う
宗
教
と
方
言
事
象
分
布
と
の
関

小
　
川
　
俊
　
輔

係
に
つ
い
て
も
'
こ
れ
ま
で
に
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
状
況

に
あ
る
。
特
に
'
キ
リ
ス
ト
教
と
方
言
事
象
分
布
と
の
関
係
を
考
察
し
た
先
行

(
注
三
)

研
究
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

他
方
'
文
献
回
語
史
の
分
野
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
語
柔
を
扱
っ
た
多
-
の
先
行

研
究
が
あ
る
け
れ
ど
も
(
土
井
二
九
三
三
)
'
橋
本
二
九
六
一
)
、
福
島

(
一
九
七
三
)
亀
井
他
二
九
八
三
)
へ
小
島
(
一
九
九
回
)
な
ど
)
へ
方
言
実

地
調
査
に
基
づ
い
て
諸
地
域
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
語
柔
の
受
容
史
を
考
察
し

た
研
究
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
状
況
下
に
あ
っ
て
'
筆
者
は
九
州
地
方
全
域
に
お
け
る

方
言
実
地
調
査
に
基
づ
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
語
桑
の
受
容
史
に
関
す
る
実
証
的
研

究
を
行
っ
て
き
た
(
O
g
a
w
a
(
二
〇
〇
六
)
、
小
川
(
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
七
刊

行
予
定
a
t
 
b
)
な
ど
)
。
本
稿
は
'
筆
者
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
語
桑
の
受
容

史
に
関
す
る
地
理
言
語
学
的
研
究
の
1
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
o

ニ
「
　
質
問
文

(
聖
母
マ
リ
ア
の
絵
(
絵
　
　
<
"
)
を
見
せ
て
)
　
こ
の
絵
に
措
か
れ
て
い
る
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方
は
な
ん
と
い
う
名
前
で
す
か
?

【
二
　
方
言
事
象
分
布
の
概
観
】

一
[
s
a
コ
t
a
∃
a
r
i
a
]
類
の
分
布
域

[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
は
、
当
該
地
域
に
お
い
て
〓
T
地
点
に
分
布
し
て
い
る
。

長
崎
県
の
離
島
地
域
に
九
地
点
(
生
月
島
に
二
地
点
'
平
戸
島
に
1
地
点
'
五

島
列
島
に
五
地
点
、
高
島
に
l
地
点
)
'
長
崎
県
西
彼
杵
半
島
に
二
地
点
、
佐
賀

県
の
馬
渡
島
に
l
地
点
分
布
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
　
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
は
九
州

地
方
の
辺
境
地
域
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

二
　
[
s
e
‖
∃
a
r
i
a
]
類
の
分
布
域

[
s
e
‖
m
a
r
i
a
]
類
は
'
当
該
地
域
に
お
い
て
1
九
地
点
に
分
布
し
て
い
る
。

[
s
e
i
m
a
r
i
a
]
類
の
分
布
域
は
　
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
の
分
布
域
と
似
て
い
る
。
す

な
わ
ち
　
s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
も
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
と
同
様
に
辺
境
地
域
に
分
布
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
'
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
に
比
べ
る
と
　
s
e
i
m
a
r
i
a
]

類
の
分
布
域
の
方
が
や
や
広
-
'
分
布
地
点
数
も
や
や
多
い
.

I
l
l
'
[
m
a
r
i
a
]
類
の
分
布
域

[
m
a
r
i
a
]
類
は
'
当
該
地
域
に
お
い
て
最
も
広
-
ま
た
多
く
分
布
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
'
[
m
a
r
i
a
]
　
[
m
a
r
i
a
s
a
m
a
]
[
m
a
r
i
a
s
a
n
]
な
ど
の
事
象
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。
九
州
全
域
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
お
け
る
共
通

語
的
事
象
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
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【
三
　
方
言
事
象
分
布
の
歴
史
的
解
釈
】

A
.
信
仰
対
象
で
あ
る
「
聖
母
マ
リ
ア
」
に
対
す
る
尊
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
　
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
と
[
s
e
:
m
a
r
i
a
]
類

(
I
)
　
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
の
語
源
と
文
献
上
の
用
例

I
五
九
三
年
・
天
草
刊
r
ば
う
ち
ず
も
の
授
け
や
う
』
に
は
、
次
の
と
お
り

「
さ
ん
た
ま
り
や
」
の
用
例
が
あ
る
(
柿
(
l
九
八
1
)
　
の
翻
刻
に
よ
る
o
傍

線
は
筆
者
)
0

其
こ
と
く
我
等
か
科
も
御
ま
へ
に
か
く
れ
な
け
れ
ば
御
ゆ
る
し
を
か
う
ぶ
ら

ん
為
に
は
誰
人
の
御
と
り
な
し
を
頼
み
申
べ
き
ぞ
と
云
に
ひ
た
す
ら
御
母
割
方

村
到
叫
刊
に
す
が
り
付
奉
り
い
か
に
御
母
び
る
ぜ
ん
ま
り
や
我
を
御
せ
い
ば
い

な
さ
れ
ざ
る
様
に
御
子
ぜ
ず
き
り
L
と
へ
御
と
り
合
を
な
し
給
へ

同
音
の
他
に
l
六
〇
四
-
一
六
〇
八
年
・
長
崎
刊
r
日
本
大
文
典
j
に
も

「
s
a
n
c
t
a
M
a
r
i
a
」
　
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

諸
辞
古
に
よ
れ
ば
　
(
参
考
文
献
参
照
)
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
で
は
'

現
在
で
も
「
聖
母
マ
リ
ア
」
を
S
a
n
t
a
M
a
r
i
a
と
呼
称
し
て
い
る
。
他
方
'
ラ
テ

ン
語
で
は
S
a
n
c
t
a
M
a
r
i
a
'
現
代
英
語
で
は
S
a
i
n
t
M
a
r
y
と
呼
称
す
る
。

ま
た
、
中
世
末
期
に
貿
易
と
布
教
と
を
目
的
に
来
日
し
た
の
は
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
　
(
一
五
四
二
-
一
六
三
九
)
と
ス
ペ
イ
ン
　
(
一
五
九
二
-
一
六
二
四
)
　
の
商

人
・
宣
教
師
で
あ
-
'
こ
の
期
問
に
、
両
国
語
(
特
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
)
　
か
ら

多
-
の
外
来
語
が
受
容
さ
れ
て
い
る
(
樵
垣
(
一
九
六
三
)
　
に
よ
る
)
0

以
上
の
こ
と
か
ら
'
地
図
上
に
表
れ
て
い
る
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
の
語
源
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
の
S
a
n
t
a
M
a
r
i
a
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
0

(
二
)
　
[
s
e
‥
∃
a
「
i
a
]
の
語
源
と
文
献
上
の
用
例

[
s
e
‥
r
i
a
l
　
の
　
[
s
e
:
l
　
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
二
通
り
考
え
ら
れ
る
。
l
般

的
に
は
'
ラ
テ
ン
語
s
a
n
c
t
a
蝣
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
s
a
n
t
a
・
英
語
s
a
i
n
t
な
ど
の
訳

語
「
聖
」
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
r
日
本
国
語
大
辞
典
　
第
二
版
」
ほ
か
。
同

書
は
「
聖
～
」
の
初
出
と
し
て
、
前
田
久
八
(
1
九
1
0
)
r
洋
楽
手
引
」
を

挙
げ
る
。
但
し
用
例
は
「
聖
ペ
テ
ロ
」
「
聖
パ
ウ
ロ
」
で
あ
り
'
「
聖
マ
リ
ア
」

の
初
出
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
)
0

な
お
、
l
八
七
四
年
・
長
崎
刊
r
聖
教
日
課
』
　
(
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
日
々

の
信
仰
生
活
の
中
で
祈
る
べ
き
祈
待
文
を
集
積
し
た
昏
)
　
に
次
の
と
お
り
記
載

が
あ
る
　
(
上
田
敏
全
集
刊
行
会
(
I
九
八
五
)
　
の
翻
刻
に
よ
る
。
ル
ビ
も
そ
の

ま
ま
引
用
)
0

ぴ

る

じ

ん

さ

ん

た

ま

　

り

　

や

　

　

さ

ん

が

ぶ

り

上

る

あ

る

か

ん

じ

よ

　

・

J

つ

　

　

お

ん

つ

け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

の

ご

童
身
聖
璃
利
亜
は
聖
額
伯
理
尼
同
大
天
神
を
以
て
御
告
あ
り
け
れ
ば
其
御

L
J
い
な
い
　
　
お
い
　
　
で
う
す
　
　
お
ん
こ
ひ
り
よ
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
た
ま
　
　
　
　
い
ふ
こ
と

胎
内
に
於
て
天
主
の
御
子
費
署
は
人
と
な
り
給
ふ
と
云
事

一
八
七
四
年
に
長
崎
で
刊
行
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
理
昏
に
お
い
て

「
s
a
n
t
a
」
に
「
聖
」
の
字
が
あ
て
ら
れ
、
「
さ
ん
た
」
と
ル
ビ
の
振
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
は
大
い
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
'
「
[
s
e
‥
]
　
の

語
源
は
「
聖
」
字
で
あ
る
」
と
す
る
説
の
有
力
な
根
拠
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

別
の
語
源
と
し
て
'
英
語
s
a
i
n
t
[
s
e
i
n
t
l
の
音
訳
語
も
考
え
ら
れ
る
o
た
だ

し
'
こ
れ
を
積
極
的
に
根
拠
づ
け
る
資
料
を
探
せ
て
い
な
い
。
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(
≡
)
回
答
さ
れ
た
事
象
と
被
調
査
者
の
帰
依
す
る
宗
教
と
の
関
係

こ
こ
で
は
「
自
分
が
　
s
a
n
t
a
m
a
n
a
j
類
・
[
s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
を
使
う
」
と
回
答

し
た
被
調
査
者
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
t
 
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
を
回
答
し
た
被
調
査
者
が
帰
依
す
る
宗
教
と
そ
の

人
数
は
次
の
と
お
-
で
あ
る
　
(
【
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
の
分
布
地
点
数
-
二
一
)
.

〇
カ
タ
レ
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
被
調
査
者
=
二
名

○
元
は
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
で
現
在
は
仏
教
徒
で
あ
る
被
調
査
者
-
二
名

○
元
は
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
で
現
在
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
被
調
査
者

=
二
名

○
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
被
調
査
者
=
六
名
。

右
の
と
お
り
'
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
を
使
用
し
て
い
る
の
は
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ

ン
　
(
元
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
も
含
む
)
　
か
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
か
の
ど
ち
ら
か
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
'
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
を
使
用
し
て
い
る
仏
教
徒
は
ま
っ
た
-

存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
'
以
下
に
記
す
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類

の
事
象
に
対
す
る
被
調
査
者
の
説
明
か
ら
も
確
認
で
き
る
　
(
(
　
)
　
内
に
は
調

査
地
点
、
被
調
査
者
の
帰
依
す
る
宗
教
へ
調
査
年
月
日
を
記
し
て
い
る
。
)

O
「
我
々
　
(
-
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
こ
と
。
筆
者
注
)
　
は
サ
ン
タ
マ
リ
ア

樵
に
祈
っ
て
い
る
」
(
長
崎
県
平
戸
市
生
月
町
山
田
'
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
、

二
〇
〇
三
・
八
・
二
七
)

○
昔
'
カ
ク
レ
シ
ュ
ー
(
=
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
こ
と
。
筆
者
注
)
が
言
っ

て
い
た
。
(
長
崎
県
南
松
浦
郡
新
上
五
島
町
立
串
郷
大
瀬
良
'
神
道
、
二
〇

〇
四
・
三
・
一
)

○
カ
ク
レ
シ
ュ
ー
の
本
に
名
前
が
あ
る
。
(
長
崎
県
南
松
浦
郡
新
上
五
島
町

桐
古
里
郷
深
浦
、
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
'
二
〇
〇
四
二
二
・
八
)

○
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
が
オ
ラ
ツ
シ
ョ
　
(
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
祈
待
文
の

こ
と
。
ま
た
祈
棒
行
為
そ
の
も
の
も
さ
す
。
筆
者
注
)
　
の
中
で
サ
ン
タ
マ

リ
ア
と
い
う
ら
し
い
。
(
長
崎
県
五
島
市
奈
留
町
南
越
'
カ
ト
リ
ッ
ク
、
二

〇
〇
四
・
三
・
一
二

〇
こ
の
集
落
は
カ
ク
レ
だ
が
、
サ
ン
タ
マ
リ
ア
を
使
っ
て
い
た
と
思
う
。

(
長
崎
県
五
島
市
奈
留
町
永
這
'
元
は
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
で
現
在
は
神

道
、
二
〇
〇
四
・
三
二
〇
)

○
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
が
言
う
。
(
長
崎
県
福
江
市
戸
岐
町
宮
原
'
カ
ト

リ
ッ
ク
'
二
〇
〇
四
二
二
・
1
二
)

○
お
経
の
中
に
出
て
き
た
.
(
長
崎
県
五
島
市
富
江
町
富
江
郷
も
仏
教
(
但
し

高
校
は
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
校
に
通
っ
た
)
'
二
〇
〇
四
二
二
二
二
)

○
こ
の
土
地
で
言
っ
て
い
る
人
が
い
た
　
(
こ
の
集
落
に
は
か
つ
て
カ
ク
レ
キ

リ
シ
タ
ン
組
織
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
建
っ
て
い

た
。
筆
者
往
)
。
マ
リ
ア
と
サ
ン
タ
マ
リ
ア
と
セ
イ
マ
リ
ア
は
全
て
一
緒
。

(
長
崎
県
五
島
市
猪
之
木
町
細
石
流
、
仏
教
も
　
二
〇
〇
四
二
二
二
一
四
)

○
致
十
年
前
、
こ
の
家
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
父
さ
ん
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て

耳
に
し
た
。
(
長
崎
県
北
松
浦
郡
小
値
賀
町
笛
吹
郷
新
町
、
仏
教
'
二
〇
〇

四
二
二
・
二
六
)

○
キ
リ
シ
タ
ン
　
(
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
。
筆
者
注
)
が
言
う
。
(
長
崎
県
北
松

浦
郡
小
値
賀
町
斑
郷
'
仏
教
'
二
〇
〇
四
二
二
二
一
七
)

○
お
祈
-
の
言
葉
に
サ
ン
タ
マ
リ
ア
が
入
っ
て
い
る
。
(
長
崎
県
平
戸
市
生
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月
町
御
崎
ー
元
は
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
で
現
在
は
仏
教
へ
　
二
〇
〇
四
・
五
・

六
)

○
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
言
う
。
(
長
崎
県
平
戸
市
生
月
町
館
浦
南
免
'
仏
教
、

二
〇
〇
四
・
五
・
七
)

○
カ
タ
レ
ギ
リ
シ
タ
ン
で
言
う
。
(
長
崎
県
平
戸
市
生
月
町
里
免
'
カ
ク
レ

キ
リ
シ
タ
ン
'
二
〇
〇
E
]
・
五
・
七
)

○
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
が
言
う
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
は
言
わ
な
い
。

(
長
崎
県
平
戸
市
生
月
町
山
田
免
'
カ
ト
リ
ッ
ク
'
二
〇
〇
四
・
五
・
八
)

○
よ
そ
の
宗
教
の
人
が
言
っ
て
い
る
。
(
長
崎
県
平
戸
市
獅
子
町
'
仏
教
'
二

〇
〇
四
・
五
・
八
)

○
今
は
使
わ
な
い
が
、
前
は
言
っ
て
い
た
。
(
長
崎
県
平
戸
市
春
日
町
'
元
は

カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
で
現
在
は
仏
教
'
二
〇
〇
四
・
五
・
九
)

○
昔
の
人
の
言
い
方
。
(
長
崎
県
平
戸
市
紐
差
町
'
カ
ト
リ
ッ
ク
'
二
〇
〇

四
・
五
・
一
二

次
に
[
s
e
‥
r
i
a
]
類
を
取
り
上
げ
る
　
[
s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
を
回
答
し
た
被
調
査

者
が
帰
依
す
る
宗
教
と
そ
の
人
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
　
(
[
s
　
　
　
類
の

分
布
地
点
数
=
一
九
)
0

○
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
被
調
査
者
-
I
七
名

○
仏
教
徒
で
あ
る
被
調
査
者
-
二
名

右
の
と
お
-
、
s
e
i
m
a
r
i
a
]
類
を
主
に
使
用
し
て
い
る
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
で
あ
る
。

(
四
)
考
　
察

(
一
)
　
(
二
)
　
(
≡
)
　
に
あ
げ
た
文
献
資
料
お
よ
び
回
答
事
象
と
被
調
査
者
の

帰
依
す
る
宗
教
と
の
関
係
か
ら
、
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
と
[
s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
は
信
仰

対
象
で
あ
る
「
聖
母
マ
リ
ア
」
に
対
す
る
尊
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
事
象

で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
(
仏
教
徒
二
名
が
[
s
e
‥
m
a
r
i
a
]
類
を
回
答
し
て
い
る

け
れ
ど
も
、
両
地
点
(
長
崎
県
五
島
市
玉
之
浦
町
玉
之
浦
郷
'
佐
賀
県
唐
津
市

中
町
)
と
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
建
っ
て
い
る
土
地
で
あ
る
の
で
、
土
地
の
カ

ト
リ
ッ
ク
信
者
か
ら
伝
え
聞
い
た
事
象
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
回
答
し
て
い
る

も
の
と
解
釈
で
き
る
。
)

地
図
2
は
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
組
織
所
在
地
域
及
び
一
九
四
八
年
当

時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
存
立
地
域
と
を
示
し
て
い
る
。
両
地
域
は
重
な
っ
て
い

る
(
長
崎
県
五
島
列
島
へ
西
彼
杵
半
島
、
野
母
半
島
、
平
戸
島
へ
生
月
島
な
ど
)
0

s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
及
び
　
[
s
e
i
m
a
r
i
a
]
類
が
回
答
さ
れ
て
い
る
の
は
ま
さ
し
く

こ
の
地
域
で
あ
り
(
地
図
-
参
照
)
、
こ
の
1
致
は
、
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
と

r
i
a
l
類
に
関
す
る
右
の
解
釈
を
傍
証
す
る
事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
O

二
t
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ク
レ
キ
リ
シ
匁
絹
の
人
々
の
問
で
代
々
伝
承
さ
れ

て
き
た
【
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類

三
蝣
　
r
　
(
l
)
に
お
い
て
'
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
出
版
さ
れ

た
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
に
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
の
用
例
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
次

に
'
近
世
後
期
の
文
献
上
に
お
け
る
　
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
の
用
例
を
あ
げ
る
。

斯
て
さ
ん
た
丸
や
ほ
、
す
ぐ
に
我
家
に
か
へ
り
け
れ
ば
、
親
は
丸
や
の
懐

胎
を
見
出
へ
大
き
に
怒
っ
て
い
ふ
よ
う
は
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右
は
'
長
崎
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
に
伝
え
ら
れ
た
「
天
地
始
之
申
し
に

お
け
る
用
例
で
あ
る
　
(
田
北
耕
也
に
よ
り
、
文
政
年
間
(
一
八
一
八
-
一
八
二

九
)
の
昏
写
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
土
井
他
(
l
九
七
〇
)
の
翻
刻
に
よ
る
)
0

続
い
て
へ
近
世
末
期
(
一
八
六
五
・
三
・
十
八
)
　
の
文
献
上
に
お
け
る
S
a
n
t
a

M
a
r
i
a
の
用
例
を
あ
げ
る
o

S
a
n
t
a
M
a
r
i
a
g
o
z
o
¥
v
a
d
o
k
o
?

右
は
、
長
崎
・
大
浦
天
主
堂
の
プ
チ
ジ
ャ
ン
司
教
に
対
す
る
'
浦
上
地
区
に

住
む
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
老
女
の
発
言
で
あ
る
　
(
純
心
女
子
短
期
大
学
長
崎
地

方
文
化
史
研
究
所
(
一
九
八
六
)
　
r
プ
チ
ジ
ャ
ン
司
教
書
簡
集
j
に
よ
る
)
0

現
在
で
も
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
が
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
、

s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
l
類
の
分
布
域
と
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
組
織
の
所
在
地
域
と
が
1

致
し
て
い
る
こ
と
は
三
`
一
t
　
(
≡
)
及
び
　
(
四
)
　
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
'
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
は
中
世
末
期
以
来
'
代
々
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
・
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
事
象
で
あ
る

と
解
釈
さ
れ
る
。

三
'
明
治
期
以
降
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
も
使
用
さ
れ
た
[
s
a
⊃
t
a
∃
a
r
i
a
]

三
・
　
1
・
　
(
≡
)
に
記
し
た
と
お
り
、
s
a
n
t
a
m
a
n
a
l
類
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

で
あ
る
被
調
査
者
八
名
(
元
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
を
含
む
)
　
か
ら
も
回
答
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
へ
　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
蝣
　
I
・
　
(
二
)
の
中
で
明
治
初
期
に
長
崎
で
出
版
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の

た
め
の
祈
祷
文
集
F
聖
教
日
課
』
に
お
け
る
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
の
用
例
を
あ
げ
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て
い
る
け
れ
ど
も
'
こ
の
時
期
に
は
同
書
の
他
に
も
同
種
の
諸
文
献
上
二
八

こ

ん

ち

り

さ

ん

の

巾

や

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

ぞ

　

き

そ

く

六
九
年
r
胡
無
知
理
佐
先
之
略
し
、
1
八
六
九
年
r
と
が
除
き
規
則
l
t
 
l
八

ろ

ぎ

り

よ

六
九
年
r
獅
撒
拝
濃
式
L
t
一
八
六
九
年
r
致
塊
花
冠
記
録
し
'
1
八
七
二
年

r
聖
教
初
学
要
理
」
)
な
ど
)
に
　
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
の
用
例
が
見
ら
れ
、
「
さ
ん

さ
ん
た

た
ま
-
や
」
「
聖
ま
り
や
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
県
域
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
か
ら
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
l
類
が
回
答
さ
れ
た
の
は
、

右
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
理
書
に
よ
る
布
教
活
動
が
基
盤
に
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
'
明
治
期
以
降
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
も
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
が
使
用
さ
れ

た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

四
　
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
及
び
t
s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
の
受
容
史

両
事
象
の
受
容
史
に
つ
い
て
被
調
査
者
の
帰
依
す
る
宗
教
毎
に
考
察
す
る
。

(
こ
　
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
々

[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
が
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
々
の
問

で
代
々
伝
承
さ
れ
て
き
た
事
象
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
三
.
二
t
　
に
記
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
現
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
被
調
査
者
か
ら
は
　
[
s
e
‥
r
i
a
l

類
が
仝
-
回
答
さ
れ
て
い
な
い
　
(
≡
'
一
t
　
(
≡
)
参
照
)
　
こ
と
か
ら
'
カ
ク

レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
々
は
一
貫
し
て
中
世
末
期
以
来
の
伝
統
を
持
つ
事
象

[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
を
使
用
し
、
明
治
期
以
降
の
事
象
と
見
ら
れ
る
　
　
　
r
i
a
l

類
を
受
容
し
て
い
な
い
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

(
二
)
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
人
々

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
被
調
査
者
か
ら
は
'
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
及
び

s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
双
方
が
回
答
さ
れ
た
.
他
方
'
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
被

調
査
者
か
ら
　
s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
は
回
答
さ
れ
て
い
な
い
.
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ

る
被
調
査
者
の
う
ち
'

①
　
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
の
み
を
回
答
し
た
の
は
1
名

②
　
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
と
[
s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
の
双
方
を
回
答
し
た
の
は
七
名

③
　
　
　
d
a
]
類
の
み
を
回
答
し
た
の
は
1
0
名

で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
加
え
'
三
.
一
t
　
(
≡
)
に
記
し
た
被
調
査
者
の
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]

類
に
対
す
る
説
明
に
お
い
て
、
「
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
は
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
言

い
方
」
と
の
説
明
が
多
数
あ
る
1
方
で
'
「
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の

言
い
方
」
と
の
説
明
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
で
は
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
よ
り
も
[
s
e
‥
r
i
a
l
類
の
方
が
勢
い
を

得
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

(
≡
)
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
は
な
い
人
々

「
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
は
な
い
人
々
」
と
は
仏
教
徒
'

神
道
氏
子
な
ど
の
人
々
で
あ
る
.
こ
れ
ら
の
人
々
は
　
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
・

[
s
e
‖
m
a
r
i
a
]
類
を
受
容
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
「
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
・

s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
は
'
と
も
に
信
仰
対
象
で
あ
る
「
聖
母
マ
リ
ア
」
　
へ
の
尊
称
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
の
解
釈
(
三
'
一
'
(
四
)
参
照
)
を
傍
証
す
る

事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
四
)
「
聖
母
マ
リ
ア
」
の
受
容
が
進
ん
で
い
な
い
九
州
中
南
部
地
域

地
図
-
上
に
は
「
(
マ
リ
ア
の
絵
-
・
2
を
)
見
た
こ
と
は
あ
る
が
名
前
を
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知
ら
な
い
」
「
見
た
こ
と
が
な
い
。
分
か
ら
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
地
点
に
「
N
」

の
字
を
押
印
し
て
い
る
。
九
州
中
南
部
地
域
に
お
い
て
広
範
囲
に
多
数
の
「
N
」

の
分
布
が
み
と
め
ら
れ
る
。
表
I
は
各
県
毎
の
全
地
点
致
t
 
N
の
回
答
地
点
数
、

N
の
回
答
率
(
%
。
小
数
点
第
二
位
を
四
捨
五
入
)
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
か
ら
長
崎
>
佐
賀
>
福
岡
>
大
分
>
宮
崎
>
鹿
児
島
>
熊
本
の
順
に

「
聖
母
マ
リ
ア
」
の
受
容
度
が
高
い
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

を
地
図
上
に
表
し
た
も
の
が
地
図
3
で
あ
る
。
地
図
3
は
各
県
毎
に
N
の
回
答

率
を
円
グ
ラ
フ
で
表
し
て
い
る
。
(
●
が
N
の
非
回
答
率
(
=
事
象
の
回
答
率
)
、

○
が
N
の
回
答
率
を
表
し
て
い
る
)

表
I
か
ら
長
崎
県
に
お
け
る
N
の
回
答
率
が
他
県
の
そ
れ
と
比
べ
て
著
し
-

低
い
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
長
崎
県
域
で
は
「
聖
母
マ
リ
ア
」
の
受
容

が
他
県
に
比
べ
て
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
地
図
2
に
示
し
た
と
お
り
、
長
崎

表
-

舵
旧
呂 熊 大 長 佐 描

/a
崎 * 分 崎 質 岡

29 20 25 20 137 18 15

全
也
点

敬

15 10 14 7 13 3 3

N
の
地
古
薮

5 1 50 56 35 0 16 20

N

の
M

7 0 0 0 9 7 0
n
汝% % -0 % % ー0 % 一十一
蛋
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県
城
に
は
他
地
域
に
比
べ
て
著
し
-
高
い
密
度
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。
多
-
の
教
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
信
者
が
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
'
そ
れ
だ
け
「
聖
母
マ
リ
ア
」
を
信
仰
し
な
い
人
々
に
も
「
聖

母
マ
リ
ア
」
を
目
に
し
た
-
耳
に
し
た
り
す
る
機
会
が
多
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
結
果
が
受
容
差
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
O

長
崎
に
次
い
で
N
の
回
答
率
が
低
い
の
は
佐
賀
県
で
あ
る
。
地
図
1
を
見
れ

ば
明
ら
か
な
よ
う
に
'
長
崎
県
と
佐
賀
県
と
が
接
す
る
地
域
で
は
t
 
N
が
ほ
と

ん
ど
分
布
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
が
'
佐
賀
県
に
お
け
る
N
の
低
回
答
率
の

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
隣
接
伝
播
」
　
の
摂
理
が
働
い
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

佐
賀
県
に
次
い
で
N
の
回
答
率
が
低
い
の
は
福
岡
県
で
あ
る
.
そ
の
理
由
と

し
て
、①
近
世
期
に
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
組
枚
が
存
在
し
'
明
治
以
降
に
カ
-
リ
ッ
ク

へ
の
教
化
が
行
わ
れ
た
三
井
郡
大
刀
洗
町
今
村
や
'
明
治
期
以
降
に
長

崎
・
佐
賀
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
集
団
で
移
住
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を

建
立
し
た
能
古
島
(
福
岡
市
)
、
行
橋
市
徳
永
'
築
上
郡
築
城
町
船
迫
・

弓
の
師
な
ど
の
存
在

②
九
州
地
方
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
、
人
口
流
入
に
よ
り
都
市
部
に
多
く

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
建
て
ら
れ
た
こ
と

③
「
隣
接
伝
播
」
の
摂
理
に
し
た
が
っ
て
'
長
崎
か
ら
佐
賀
も
佐
賀
か
ら
福

岡
へ
　
「
聖
母
マ
リ
ア
」
が
受
容
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
(
二
〇
〇
四
年
七
月
現
在
に
お
け
る
福
岡
県
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
数
は
三
八
で
あ
り
'
長
崎
県
の
一
二
九
に
次
い
で
多
い
。
以
降
、
鹿
児

島
県
二
七
　
(
奄
美
地
方
を
除
-
)
へ
熊
本
県
一
七
へ
大
分
県
〓
ハ
、
宮
崎
県
・

佐
賀
県
〓
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
'
こ
の
教
会
数
に
は
巡
回
教
会
、
集
会
所

が
含
ま
れ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
出
版
部
(
二
〇
〇
四
)
に
よ
る
)
0

福
岡
県
に
次
い
で
N
の
回
答
率
が
低
い
の
は
大
分
県
で
あ
る
。
県
北
部
で
は

N
の
回
答
率
が
低
-
、
県
南
部
で
は
N
の
回
答
率
が
廿
回
い
(
地
図
-
参
照
)
.
大

分
県
北
部
に
お
け
る
N
の
非
分
布
地
域
は
、
長
崎
県
・
佐
賀
県
・
福
岡
県
に
お

け
る
N
の
非
分
布
地
域
と
繋
が
っ
て
お
り
、
大
分
県
南
部
に
お
け
る
N
の
分
布

地
域
は
、
宮
崎
県
・
熊
本
県
・
鹿
児
島
県
に
お
け
る
N
の
分
布
地
域
と
繋
が
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
九
州
北
部
地
域
(
長
崎
県
・
佐
賀
県
・
福
岡
県
・
大
分

県
北
部
)
で
は
「
聖
母
マ
リ
ア
」
の
受
容
が
進
み
、
九
州
中
南
部
地
域
(
大
分

県
南
部
・
宮
崎
県
・
熊
本
県
・
鹿
児
島
県
)
　
で
は
受
容
が
進
ん
で
い
な
い
の
で

あ
る
。と
も
に
福
岡
県
に
隣
接
す
る
大
分
県
と
熊
本
県
と
の
関
で
「
聖
母
マ
リ
ア
」

の
受
容
に
差
が
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
筆
者
は
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
。
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
編
集
委
員
会
(
1
九
八
八
)
　
に
よ
れ

ば
'
大
分
県
域
で
は
中
世
末
期
に
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
大
友
宗
麟
に
よ
っ
て
キ

リ
シ
タ
ン
が
保
護
さ
れ
、
多
-
の
宣
教
師
・
信
者
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
事

実
は
明
治
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
者
に
も
認
識
さ
れ
て
お
り
も
同
地
域
に
お
い

て
明
治
初
期
か
ら
積
極
的
な
宣
教
活
動
が
行
わ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
伝
道

所
が
建
立
さ
れ
た
(
大
分
市
'
竹
田
市
'
豊
後
高
田
市
に
は
一
八
八
七
年
に
、

中
津
市
に
は
一
八
八
九
年
に
'
臼
杵
市
に
は
一
八
九
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
教
会
・

伝
道
所
が
建
立
さ
れ
て
い
る
)
。
実
際
に
'
大
分
県
で
は
熊
本
県
(
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
の
存
在
し
た
天
草
地
方
を
除
-
)
よ
-
も
早
-
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
活
動

が
始
め
ら
れ
て
い
た
。
以
上
の
歴
史
的
経
緯
か
ら
大
分
県
域
と
熊
本
県
域
と
の

間
で
「
聖
母
マ
リ
ア
」
の
受
容
に
差
が
表
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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宮
崎
県
域
'
鹿
児
島
県
城
に
お
け
る
N
の
回
答
率
の
高
さ
は
'

①
九
州
地
方
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
中
心
地
で
あ
る
長
崎
県
城
か
ら

の
地
理
的
な
遠
さ

②
大
分
県
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
持
た
な
い
こ
と

な
ど
の
理
由
か
ら
説
明
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
四
　
ま
　
　
と
　
　
め
】

以
上
の
考
察
か
ら
九
州
地
方
城
方
言
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
語
桑
S
a
n
t
a

M
a
r
i
a
の
受
容
史
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
.

I
e
　
中
世
末
期
に
受
容
さ
れ
た
　
s
a
n
t
a
m
a
n
a
l
類
は
'
九
州
西
北
部
地
域
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
問
で
受
け
継
が
れ
'
現
在
に

至
っ
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

2
`
明
治
初
期
以
降
'
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
　
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
と
と
も
に

[
s
e
‥
m
a
r
i
a
]
類
が
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
で
は
　
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
よ
-
も
[
s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
の
方
が
広
-
か

つ
多
-
使
用
さ
れ
て
お
-
'
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
は
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の

こ
と
ば
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
蝣
[
s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
は
'
信
仰
対
象
で
あ
る
「
聖
母
マ
リ

ア
」
に
対
す
る
尊
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
「
聖
母
マ

リ
ア
」
を
信
仰
す
る
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
人
々
が

こ
れ
ら
の
事
象
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
'
仏
教
徒
・
神
道
氏
子
な
ど
「
聖

母
マ
リ
ア
」
に
対
す
る
信
仰
心
を
持
た
な
い
人
々
の
間
で
は
こ
れ
ら
の
事

象
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

4
'
九
州
西
北
部
の
雛
島
地
域
・
沿
岸
地
域
に
は
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ク
レ

キ
リ
シ
タ
ン
組
織
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
高

密
度
で
建
立
さ
れ
て
い
る
O
こ
れ
ら
の
地
域
に
[
s
a
n
t
a
m
a
r
i
a
]
類
・

[
s
e
:
m
a
r
i
a
]
類
が
分
布
し
て
い
る
。

5
'
地
図
3
に
お
け
る
N
の
回
答
率
に
示
さ
れ
る
と
お
-
I
九
州
地
方
に
お
け

る
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
及
び
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
中
心
地
で
あ
る
長
崎
県

城
を
中
心
に
'
佐
賀
県
城
、
福
岡
県
城
の
順
で
「
聖
母
マ
リ
ア
」
が
受
容

さ
れ
て
い
る
O
他
方
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
タ
レ
キ
リ
シ
タ
,
)
の
伝
挽

を
持
た
ず
'
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
権
得
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
建
立
が
遅

れ
た
九
州
中
南
部
地
域
(
大
分
県
南
部
、
熊
本
県
、
宮
崎
県
'
鹿
児
島
県
)

で
は
、
こ
れ
と
並
行
し
て
「
聖
母
マ
リ
ア
」
　
の
受
容
が
進
ん
で
い
な
い
も

の
と
解
釈
さ
れ
る
。

m(
注
1
)
　
ラ
テ
ン
語
'
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
ま
た
は
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
が
出
自
で
あ

り
'
中
世
末
期
以
降
に
日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
教

の
教
義
・
信
仰
そ
の
も
の
に
関
わ
る
外
来
語
柔
。
中
世
末
期
に
出
版
さ
れ

た
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
な
ど
の
文
献
資
料
に
用
例
の
あ
る
も
の
。
筆
者
に
よ

る
{
y
*
r

(
注
二
)
　
(
一
)
　
調
査
期
間
-
二
〇
〇
三
年
八
月
～
二
〇
〇
五
年
二
月

(
二
)
　
対
象
被
調
査
者
-
外
住
歴
三
年
以
内
、
女
性
、
老
年
層
(
調
査
時

六
〇
歳
以
上
)
<
原
則
>
　
(
≡
)
　
調
査
方
法
-
統
一
調
査
票
に
よ
る
質

問
調
査
、
実
地
調
査
　
(
四
)
　
調
査
者
-
小
川
俊
輔

(
注
三
)
民
俗
学
の
領
域
で
は
'
各
県
ご
と
に
宗
教
や
民
俗
に
関
す
る
分
布
地
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図
が
作
ら
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
民
俗
学
の
研
究
対
象
と

し
て
の
み
扱
わ
れ
て
き
て
お
り
、
方
言
と
の
関
係
で
捉
え
る
と
い
う
視
点

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
民
俗
地
図
に
は
、
日
本
の
伝
統
的

な
宗
教
の
項
目
が
扱
わ
れ
る
だ
け
で
、
キ
リ
ス
-
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど

の
項
目
は
対
象
外
に
置
か
れ
て
い
た
。
他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
言
語
地
図
(
A
l
i
n
e
i
他
(
l
九
九
七
)
)
及
び
そ
の
解
説
書
(
A
l
i
n
e
i

他
(
1
九
九
七
)
)
ち
 
V
i
e
r
e
c
k
(
二
〇
〇
六
)
な
ど
に
キ
リ
ス
ト
教
と
方
言

事
象
分
布
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
先
行
研
究
が
見
ら
れ
る
。

(
注
四
)
本
稿
で
は
宮
崎
三
〇
〇
二
)
に
従
い
「
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
」
を

次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
キ
リ
ス
ト

教
に
改
宗
し
た
者
の
子
孫
で
'
一
八
七
三
年
に
禁
教
令
が
解
か
れ
た
後
も

カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
一
線
を
画
し
'
潜
伏
時
代
よ
り
伝
承
さ
れ
て
き
た
信
仰

形
態
を
組
放
下
に
あ
っ
て
維
持
し
続
け
て
い
る
人
び
と
及
び
そ
の
宗
教
」
。

現
在
も
長
崎
県
下
に
存
在
す
る
。
な
お
、
近
世
期
(
具
体
的
に
は
最
後
の

宣
教
師
小
西
マ
ン
シ
ョ
が
殉
教
し
た
と
さ
れ
る
1
六
四
四
年
)
～
l
八
七

三
年
に
お
け
る
同
種
の
信
仰
者
及
び
そ
の
宗
教
を
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
」

と
呼
び
、
「
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
は
区
別
す
る
。
こ
の
呼
称
の
区
別
は
'

片
岡
(
l
九
六
七
)
、
宮
崎
(
1
九
九
六
、
二
〇
〇
二
)
に
従
う
も
の
で

あ
る
。【

主
要
参
考
文
献
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u
t
t
e
r
f
l
y
'
」
O
e
b
e
l
,
G
u
i
d
o
福
f
j
a
p
a
n
i
s
c
h
e
 
B
e
i
t
r
a
g
e
 
z
u

K
u
l
t
u
r
 
u
n
d
 
S
p
r
a
c
h
e
 
S
t
u
d
i
a
 
l
a
p
o
n
i
c
a
 
W
o
l
f
g
a
n
g
o
 
V
i
e
r
e
c
k
 
e
m
e
r
i
t
o

o
b
l
a
t
a
j
 
L
i
n
c
o
m
E
u
r
o
p
a

石
綿
敏
雄
(
二
〇
〇
一
二
二
)
r
外
来
語
の
総
合
的
研
究
」
東
京
堂
出
版

上
田
敏
全
集
刊
行
全
編
(
1
九
八
五
・
三
)
コ
疋
本
　
上
田
敏
全
集
　
第
九
巻
j

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

楳
垣
　
賛
(
1
九
些
千
七
)
r
日
本
外
来
語
の
研
究
j
青
年
通
信
社
出
版
部

楳
垣
　
賛
(
1
九
六
三
・
七
)
r
日
本
外
来
語
の
研
究
j
研
究
社

江
端
義
夫
(
二
〇
〇
二
二
二
)
「
方
言
文
明
史
観
」
広
島
大
学
教
育
学
部
光
菓

会
編
r
国
語
教
育
研
究
し
第
四
五
号
所
収
t
 
p
p
.
3
2
-
4
2

江
端
義
夫
(
二
〇
〇
六
二
　
二
「
地
理
言
語
学
の
精
神
」
O
e
b
e
l
,
G
u
i
d
o
桐

f
j
a
p
a
n
i
s
c
h
e
 
B
e
i
t
r
a
g
e
 
z
u
 
K
u
l
t
u
r
 
u
n
d
 
S
p
r
a
c
h
e
 
S
t
u
d
i
a
 
l
a
p
o
n
i
c
a

W
o
l
f
g
a
n
g
o
V
i
e
r
e
c
k
e
m
e
r
i
t
o
o
b
l
a
t
a
j
 
L
i
n
c
o
m
E
u
r
o
p
a

小
川
俊
輔
(
二
〇
〇
六
・
五
)
「
九
州
地
方
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
語
柔
c
o
n
t
a
∽

及
び
r
o
s
a
r
i
o
の
受
容
史
に
つ
い
て
の
地
理
言
語
学
的
研
究
」
日
本
語
学
会
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編
r
日
本
語
学
会
二
〇
〇
六
年
度
春
季
大
会
予
稿
集
』
所
収
、
p
p
.
9
3
-
1
0
0

小
川
俊
輔
(
二
〇
〇
七
・
三
刊
行
予
定
a
)
「
九
州
地
方
域
方
言
に
お
け
る
キ

リ
シ
タ
ン
語
桑
C
h
r
i
s
t
抑
O
の
受
容
史
に
つ
い
て
の
地
理
言
語
学
的
研
究
」
、

「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
」
約
五
五
号
第
Ⅱ
部
所
収

小
川
俊
輔
(
二
〇
〇
七
二
二
刊
行
予
定
b
)
　
「
九
州
地
方
城
方
言
に
お
け
る
キ

リ
シ
タ
ン
語
桑
p
a
t
e
r
/
p
a
d
r
e
の
受
容
史
に
つ
い
て
の
地
理
言
語
学
的
研

究
」
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
編
r
国
文
学
致
し
第
一
九
二
二
九
三
合

併
号
所
収

奥
村
三
雄
(
一
九
九
〇
・
九
)
「
方
言
国
語
史
研
究
」
東
京
堂
出
版

片
岡
弥
吉
(
一
九
六
七
・
六
)
「
か
-
れ
キ
リ
シ
タ
ン
　
歴
史
と
民
俗
」
日
本

放
送
出
版
協
会

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
出
版
部
編
(
二
〇
〇
四
・
十
一
)
　
r
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
5
1
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
読
会

亀
井
　
孝
他
編
(
l
九
八
三
　
　
　
)
　
r
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
版
キ
リ
シ
タ
ン
要

理
　
そ
の
翻
案
お
よ
び
翻
訳
の
実
態
」
岩
波
古
店

国
立
国
語
研
究
所
編
(
l
九
六
六
I
 
l
九
七
四
二
二
)
　
r
日
本
言
語
地
図
j
 
1

～
六
も
大
蔵
省
印
刷
局

国
立
国
語
研
究
所
編
(
1
九
八
九
・
六
I
二
〇
〇
六
・
三
)
r
方
言
文
法
全
国

地
図
」
一
～
六
'
大
蔵
省
(
1
財
務
省
)
印
刷
局

小
島
幸
枝
二
九
九
四
・
一
)
　
r
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
の
国
語
学
的
研
究
し
武
蔵
野

書
院

小
林
　
隆
(
二
〇
〇
四
・
二
)
r
方
言
学
的
日
本
語
史
の
方
法
」
ひ
つ
じ
堅
田

迫
野
慶
徳
(
一
九
九
八
二
一
)
r
文
献
方
言
史
研
究
」
清
文
堂
出
版

柴
田
　
武
(
一
九
六
九
・
八
)
　
r
言
語
地
理
学
の
方
法
』
筑
摩
書
房

柴
田
　
武
(
l
九
八
八
I
 
I
九
九
五
・
七
)
r
糸
魚
川
言
語
地
図
」
上
・
中
・
下
'

秋
山
書
店

純
心
女
子
短
期
大
学
長
崎
地
方
文
化
史
研
究
所
編
(
1
九
八
六
二
二
)
r
プ
チ

ジ
ャ
ン
司
教
書
簡
集
」
聖
母
の
騎
士
社

土
井
忠
生
二
九
三
三
・
七
)
「
日
本
耶
蘇
会
の
用
語
に
就
い
て
」
楳
垣
　
賛

編
r
外
来
語
研
究
し
第
三
輯
所
収
t
 
p
p
.
7
-
2
2
'
平
野
書
店

土
井
忠
生
他
編
(
1
九
七
〇
・
1
0
)
r
日
本
思
想
体
系
2
5
　
キ
リ
シ
タ
ン
雷

排
耶
書
」
岩
波
書
店

土
井
忠
生
(
一
九
七
一
・
六
)
「
苦
利
支
丹
語
学
の
研
究
　
新
版
」
岩
波
昏
店

橋
本
進
書
(
一
九
六
「
三
)
r
キ
リ
シ
タ
ン
教
義
の
研
究
し
岩
波
書
店

林
　
重
雄
福
(
一
九
八
一
・
六
)
　
r
ば
う
ち
ず
も
の
授
け
や
う
　
お
ら
し
ょ
の

研
詳
　
本
文
及
び
総
索
引
　
●
笠
間
索
引
叢
刊
7
7
」
笠
間
書
院

福
島
邦
道
(
一
九
七
三
二
二
)
r
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
国
語
研
究
』
笠
間
書

院

藤
原
与
一
(
l
九
七
六
二
1
)
　
r
瀬
戸
内
海
域
方
言
の
方
言
地
理
学
的
研
究
』

東
京
大
学
出
版
会

松
崎
　
賛
(
一
九
二
八
・
九
)
「
天
主
教
の
部
解
題
」
、
明
治
文
化
研
究
会
編

r
明
治
文
化
全
集
　
第
1
九
巻
　
宗
教
屋
所
収
t
 
p
p
.
5
-
2
0
'
日
本
評
論

社

宮
崎
賢
太
郎
(
一
九
九
六
二
　
二
r
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
世
界
」
東

京
大
学
出
版
会

宮
崎
賢
太
郎
(
二
〇
〇
二
二
二
)
r
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
　
オ
ラ
シ
ョ
ー
魂
の

通
奏
低
音
」
長
崎
新
聞
社

明
治
文
化
研
究
全
編
(
一
九
二
八
・
九
)
　
r
明
治
文
化
全
集
　
第
一
九
巻
　
宗
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教
茄
」
　
日
本
評
論
社

森
田
　
武
(
l
九
七
六
二
二
)
　
F
天
草
版
平
家
物
語
稚
語
句
解
の
研
究
」
清
文

堂
出
版

柳
田
征
司
(
一
九
九
八
二
〇
)
　
r
室
町
時
代
語
資
料
と
し
て
の
抄
物
の
研
究
し

武
蔵
野
書
院

ヨ
ハ
ネ
・
ラ
ウ
レ
ス
　
(
一
九
四
〇
二
二
)
　
「
プ
チ
ジ
ャ
ン
司
教
と
キ
リ
シ
タ
ン

伝
統
」
r
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
し
第
二
〇
巻
第
二
号
所
収
、
カ
ー
リ
ッ
ク
研

究
社
(
純
心
女
子
短
期
大
学
長
崎
地
方
文
化
史
研
究
所
編
　
(
一
九
八
六
・

三
)
　
r
プ
チ
ジ
ャ
ン
司
教
書
簡
集
」
に
再
録
　
p
p
.
2
2
5
-
2
3
8
)

(
辞
書
)

G
l
a
r
e
,
P
.
G
.
W
.
i
一
九
九
六
)
f
O
x
f
o
i
d
巨
D
i
c
t
i
o
n
a
i
y
J
O
x
f
o
i
d
a
t
t
h
e
C
l
a
r
e
n
d
o
n

P
r
e
s
s

G
r
o
s
s
,
R
a
m
o
n
G
a
r
c
i
a
-
P
e
l
a
y
o
Y
.
編
(
l
九
八
六
)
T
L
a
r
o
u
s
s
e
D
i
c
c
i
o
n
a
r
i
o

ModernoEspano1-Ingles』Larousse

J
a
r
m
a
n
,
B
e
a
t
r
i
z
G
a
l
i
m
b
e
r
t
i
他
編
(
l
　
九
九
　
四
)
p
T
h
e
O
x
f
o
r
d
S
p
a
n
i
s
h

D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
]
O
x
f
o
r
d
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s

L
e
w
i
s
,
C
h
a
r
l
t
o
n
T
.
他
編
(
l
九
六
九
)
F
A
L
a
t
i
n
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
]
O
x
f
o
r
d
a
t
t
h
e

C
l
a
r
e
n
d
o
n
P
r
e
s
s

S
i
m
p
s
o
n
,
J
.
A
.
他
編
(
l
九
八
九
!
)
[
T
h
e
O
x
f
o
r
d
E
n
g
l
i
s
h
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
S
e
c
o
n
d

E

d

i

t

i

o

n

!

C

】

a

r

e

n

d

o

n

P

r

e

s

s

・

O

x

f

o

r

d

T
a
y
l
o
r
,
L
.
　
九
七
〇
)
F
A
P
o
r
t
u
g
u
e
s
e
-
E
n
g
l
i
s
h
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
R
E
V
I
S
E
D
J

S
t
a
n
f
o
r
d
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s

近
松
洋
男
(
一
九
八
〇
・
四
)
　
『
中
世
ス
ペ
イ
ン
語
辞
典
」
風
間
書
房

日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
編
集
委
員
全
編
(
l
九
八
八
二
1
)
　
r
日
本
キ

リ
ス
ー
教
歴
史
大
事
典
」
教
文
館

付
　
記

本
稿
は
'
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
江
端
義
夫
先
生
に
ご
指
導
い

た
だ
い
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
'
本
稿
で
使
用
し
た
方
言
資
料
は
、
三

〇
〇
名
を
超
え
る
話
者
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
多
-
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

(
広
島
大
学
大
学
院
)
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